
調査

年 ⽉ ⽇
年 ⽉ ⽇

実験室
デジタルアイデンティティのすべて
最近の関連ニュース 年 ⽉
最近関連のニュース 年 ⽉

と の現状 ドキュメント
関係

⾃分の を⾃分で管理して中央集権的サービスに依存せず証明や共有できるという概
念。

中央機関に依存しない主体識別⼦

を持つ主体に紐付いた検証可能な資格証明

所有制や正当性を証明するための署名やゼロ知識証明などのしくみ

の略。
の に従うと なのだが、 が

の略なためか と表現しているところも多い。
ここでは にあわせて固有名詞以外は とする。



たくさんあるが、削除できるものでもないから増える⼀⽅だろう

と分散性レベルの⼀覧。



の bcrt ではない。

実験的メソッド。

というよりも 系なので幅が広い。
という の規格がベースになっている。
は という名前で続いている

の実験

は 解散したようだ。

は や は⽌まっているが、
などそれ以外は今も更新され続けている

消えたプロジェクト

昔やっていた や は 年前からリポジトリ更新が⽌まっている

did:web が中⼼。 did:ion も昔はあったようだが今はなさそう。

は使わず 上のサービスを使っている

昔やっていた は既にアーカイブされていた
に引き継いでもらったらしい

最近のプロジェクト



社
プラットフォーム

ベース

上で を発⾏・検証できる

昔は という名前だったがリブランディングして名前が変わった。
なのか なのかはっきりしてほしい。。。

の標準仕様。 年 ⽉リリース。

カルビー、 管理にブロックチェーン活⽤──「かるれっと」実証実験開始
（コインデスク・ジャパン）
がトレードログとのサービス基盤接続により、 実装におけるブロックチェー

ンオプションを提供開始〜 の企業間利⽤の需要に対応〜 株式会社 のプレスリリー
ス



実例

⼤阪万博で パビリオン ぬるぬる に ソリューションを提供

とかなんとか

ウォレット
デジタルアイデンティティ・ウォレットの技術解説︓その仕組み、主要要件 グ
ループ

個⼈のデジタル （分散型 や認証⽤資格情報）を管理するためのウォレット

デジタルアイデンティティウォレット（ ）の実施規則案を読み解く｜ブログ｜
セキュア

⽇本
トラスト（デジタル・アイデンティティ等）｜デジタル庁

分散型の認証フレームワーク。複数の認証先 、 を選択できるという点が
「分散」。
サービスなどを利⽤する際にアカウントを作らず

は と があったが既に非推奨でサポートされていない。
が今使われている技術。略称は 。

からの拡張。
フィッシング対策は考慮されていないため、そこは別の対策が必要。

以下は というシーケンス。
sequence

User Client(RP) IdP(OP)

| | |



|--- Login ----->| |

| |--- AuthN Request ----->|

| |<-- AuthN + Consent ----|

| |<-- Auth Code ----------|

| |--- Token Request ------>|

| |<-- ID Token + AT -------|

| |--- (UserInfo Req) ----->|

| |<-- (UserInfo) ----------|

|<-- Auth OK ----|

その他
エッジ、国際的な法⼈デジタル証明書「 」の発⾏資格を取得、発⾏サービスを

⽉開始（クラウド ） ニュース

を使⽤したデジタル識別および検証 検証可能な 組織のアイデンティ
ティ

の概要 （ ）概念に基づく法⼈識別⼦
有料記事だった。。
はアメリカ企業だが は非営利組織。

などと記事にあったので 互換かも。


